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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年５月期第１四半期 1,418 10.7 △886 － △875 － △920 －

25年５月期第１四半期 1,281 17.0 △955 － △935 － △959 －

（注）包括利益 26年５月期第１四半期 △984百万円（ ％）－ 25年５月期第１四半期 △906百万円（ ％）－

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年５月期第１四半期 △164.12 －

25年５月期第１四半期 △171.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年５月期第１四半期 17,456 10,216 58.2

25年５月期 18,974 11,245 58.9

（参考）自己資本 26年５月期第１四半期 10,157百万円 25年５月期 11,182百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年５月期 － 0.00 － 8.00 8.00

26年５月期 －

26年５月期（予想） 0.00 － 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成26年５月期の連結業績予想（平成25年６月１日～平成26年５月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,500 1.3 950 2.5 950 0.2 880 △16.8 156.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

当連結グループの売上高は主要顧客である中央省庁及び地方自治体への納期が年度末に集中することから第４四半期連結

会計期間に偏重しており、第２四半期連結累計期間の業績予想が極めて困難な状況にあります。したがいまして、第２四

半期連結累計期間の業績予想を公表しておりません。



※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年５月期１Ｑ 7,261,060株 25年５月期 7,261,060株

②  期末自己株式数 26年５月期１Ｑ 1,651,580株 25年５月期 1,651,580株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年５月期１Ｑ 5,609,480株 25年５月期１Ｑ 5,609,520株

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ３

２．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… ４

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ６

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ６

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ８

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ８

３．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… ８

生産、受注及び販売の状況 ……………………………………………………………………………………… ８

E・Jホールディングス㈱2153　平成26年5月期第1四半期決算短信

1



（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における経営環境は、米国の金融緩和縮小観測による米国経済の衰退リスク、新興国

市場の資金流出による株・債券・通貨のトリプル安の発生、また、ＴＰＰ交渉、領土問題などの外交課題に伴うリ

スクの継続、シリア、エジプトなどの地勢的リスクに起因する原油高など、先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。一方、国内においては、７月の参議院議員選挙により衆参のねじれが解消されると共に、アベノミクスに対す

る期待や矢継ぎ早の政策の実行により、行き過ぎた円高は解消され株価が上昇するなど、日本経済の回復に向けた

明るい兆しが見え始めています。しかしながら、消費税率引き上げの判断、原子力発電所の稼動制限の影響を受け

たエネルギー問題など、景気回復への不透明さも残し、予断を許さない状況で推移いたしました。

建設コンサルタント業界の状況は、平成24年度の大型補正予算と平成25年度予算の執行により、東日本大震災に

関する復興需要、防災・減災対策、老朽化インフラ施設の調査・点検・対策検討などの公共事業投資が増加し、今

までの縮減傾向からの回復により市場環境は改善しております。しかし、一方では原発事故に伴う放射能汚染問題

や消費税等の問題など次年度予算編成の不安感もあり、受注競争は厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当連結グループは、「Ｅ・Ｊグループ第２次中期経営計画」の最終年度にあたり、引き続

き重点分野である、環境・エネルギー分野、自然災害リスク軽減分野、都市・地域再生分野、インフラ・マネジメ

ント分野、海外コンサルティング分野に注力し、国内外において案件創出型の営業活動を積極的に推進し、営業基

盤の強化を図るとともに、技術力の差別化並びに顧客評価の向上に努め高付加価値型業務の受注拡大を図ること

で、受注シェアの拡大、経営基盤の強化に努めてまいりました。

さらに、当連結グループは、「インフラソリューションコンサルタントグループ」としての責務を果たすため、

震災復興関連事業や全国の防災関連事業、老朽化インフラ施設のマネジメント事業のみならず、地方における農業

や観光事業を考慮した新たな地域活性化事業にも積極的に対応してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、受注高83億55百万円（前年同期比139.2％）、売上高14億18百

万円（同 110.7％）となりました。一方、損益面においては、営業損失８億86百万円（前年同期は営業損失９億55

百万円）、経常損失８億75百万円（同 経常損失９億35百万円）となり、四半期純損失９億20百万円（同 四半期純

損失９億59百万円）となりました。これは、受注の大半が官公需という特性により、通常の営業の形態として、納

期が年度末に集中するため売上高が第４四半期連結会計期間に偏重する傾向にあること、固定費や販売費及び一般

管理費については月々ほぼ均等に発生することに起因しています。

なお、当連結グループは、強固な経営基盤の構築と新たなビジネスモデルの構築により、次なる成長を加速させ

てまいります。

当連結グループのセグメントは、総合建設コンサルタント事業のみの単一セグメントでありますので、セグメン

ト別の業績は記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ15億18百万円減少し、174億56百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末と比べ14億82百万円減少し、97億６百万円となりました。これは主に、現金及び

預金が31億９百万円減少した一方で、たな卸資産が15億69百万円増加したことによるものであります。なお、当連

結グループの業務の特性として、業務の完成及び顧客からの入金が第４四半期連結会計期間に偏重する傾向にあり

ます。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ35百万円減少し、77億49百万円となりました。これは主に、償却によりの

れんが24百万円減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ４億89百万円減少し、72億40百万円となりまし

た。これは主に、業務未払金が４億４百万円、長期借入金が１億22百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ10億28百万円減少し、102億16百万円となり

ました。これは主に、当第１四半期連結累計期間の四半期純損益が９億20百万円の損失計上となったことによるも

のであります。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結グループは、総合建設コンサルタント事業を主な事業内容としており、主要顧客である中央省庁及び地方

自治体への納期が年度末に集中することから、売上高が第４四半期連結会計期間に偏重する傾向があり、第２四半

期連結累計期間の業績予想が極めて困難な状況にあります。したがいまして、当連結グループの受注・売上高の管

理は通期ベースを基本としており、第２四半期連結累計期間の業績予想を公表しておりません。

通期の業績予想については、平成25年７月12日に公表した業績予想数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,857 4,747

受取手形及び売掛金 1,038 918

有価証券 135 135

たな卸資産 1,593 3,163

繰延税金資産 286 277

その他 287 472

貸倒引当金 △9 △8

流動資産合計 11,188 9,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,297 1,279

土地 2,320 2,320

その他（純額） 135 127

有形固定資産合計 3,753 3,727

無形固定資産

のれん 492 468

その他 194 189

無形固定資産合計 687 657

投資その他の資産

投資有価証券 1,774 1,801

固定化営業債権 14 14

投資不動産（純額） 474 460

繰延税金資産 27 35

その他 1,087 1,085

貸倒引当金 △32 △32

投資その他の資産合計 3,344 3,364

固定資産合計 7,785 7,749

資産合計 18,974 17,456

E・Jホールディングス㈱2153　平成26年5月期第1四半期決算短信

4



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

負債の部

流動負債

業務未払金 668 264

短期借入金 800 1,210

1年内返済予定の長期借入金 495 506

未払法人税等 266 52

未成業務受入金 1,816 2,204

賞与引当金 － 288

受注損失引当金 86 67

その他 1,368 596

流動負債合計 5,502 5,189

固定負債

長期借入金 209 87

繰延税金負債 77 56

退職給付引当金 1,740 1,731

長期未払金 143 120

その他 54 53

固定負債合計 2,226 2,050

負債合計 7,729 7,240

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 5,379 5,379

利益剰余金 7,775 6,810

自己株式 △4,202 △4,202

株主資本合計 10,953 9,987

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 229 170

その他の包括利益累計額合計 229 170

少数株主持分 62 58

純資産合計 11,245 10,216

負債純資産合計 18,974 17,456
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

売上高 1,281 1,418

売上原価 1,147 1,186

売上総利益 133 231

販売費及び一般管理費 1,089 1,118

営業損失（△） △955 △886

営業外収益

受取利息 11 8

受取配当金 5 3

不動産賃貸料 12 11

その他 10 5

営業外収益合計 39 28

営業外費用

支払利息 8 5

不動産賃貸費用 5 5

その他 4 6

営業外費用合計 18 17

経常損失（△） △935 △875

特別損失

減損損失 － 11

事務所移転費用 3 －

特別損失合計 3 11

税金等調整前四半期純損失（△） △938 △887

法人税、住民税及び事業税 29 42

法人税等調整額 △4 △5

法人税等合計 25 37

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △964 △925

少数株主損失（△） △4 △4

四半期純損失（△） △959 △920
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（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △964 △925

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 57 △58

その他の包括利益合計 57 △58

四半期包括利益 △906 △984

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △901 △979

少数株主に係る四半期包括利益 △4 △4
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

① 生産実績

（単位：百万円）

（注） 上記の金額は販売価格に生産進捗率を乗じて算出しており、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

（単位：百万円）

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

（単位：百万円）

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

業務別
前第１四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日）

（参考）前連結会計年度
（自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日）

建設コンサルタント業務 2,514 2,990 16,389

調査業務 583 701 3,090

合計 3,098 3,691 19,480

業務別

前第１四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日）

（参考）前連結会計年度
（自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

建設コンサルタント業務 5,298 10,906 7,177 13,521 16,987 7,490

調査業務 703 1,773 1,178 2,380 3,263 1,474

合計 6,002 12,679 8,355 15,902 20,251 8,965

業務別
前第１四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日）

（参考）前連結会計年度
（自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日）

建設コンサルタント業務 942 1,146 16,047

調査業務 338 272 3,196

合計 1,281 1,418 19,244
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